
『
醒
睡
笑
』
に
関
す
る
一
考
察

│
│
作
品
中
の
韻
文
か
ら
│
│

西

浦

和

稔

一
、
は
じ
め
に

『
醒
睡
笑
』
は
元
和
九
年
（
一
六
二
三
年
）
に
安
楽
庵
策
伝
の
手
に
よ
っ
て
成
立
し
た
仮
名
草
子
作
品
で
あ
る
。
千
余
り
の
話
が
四
十

二
の
項
目
に
分
類
さ
れ
て
お
り
、
項
目
の
一
つ
一
つ
に
何
ら
か
の
編
集
基
準
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
盧
。
こ
れ
ら
の
項
目
は
作
者
で

あ
る
策
伝
が
様
々
な
要
素
を
持
っ
て
編
集
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
が
、
策
伝
の
編
集
の
精
度
に
は
問
題
が
あ
る
こ
と
が
以
前
か
ら
指
摘
さ

れ
て
い
る
盪
。
精
度
の
問
題
は
残
っ
て
い
る
が
本
稿
で
は
精
度
の
問
題
は
触
れ
ず
に
編
集
の
要
素
に
つ
い
て
の
考
察
に
取
り
組
み
た
い
。

項
目
を
編
集
す
る
要
素
と
し
て
は
、
項
目
名
そ
の
も
の
や
収
録
話
の
内
容
な
ど
が
考
え
ら
れ
る
。
つ
ま
り
四
十
二
項
目
あ
る
た
め
そ
の

項
目
の
数
だ
け
要
素
が
あ
る
と
推
測
さ
れ
る
。
本
稿
で
は
一
つ
一
つ
個
別
の
項
目
に
は
焦
点
を
絞
ら
ず
、
作
品
中
に
見
ら
れ
る
「
韻
文
」

を
要
素
の
ひ
と
つ
と
仮
定
し
て
考
察
を
進
め
て
い
く
。
な
お
、
こ
こ
で
「
韻
文
」
と
し
た
の
は
、
五
七
調
、
七
五
調
で
分
け
て
記
さ
れ
て

い
る
箇
所
を
指
し
て
用
い
て
い
る
。
本
来
は
「
韻
を
ふ
ん
で
い
る
文
」
と
い
う
の
が
正
確
な
定
義
で
あ
ろ
う
が
、
本
稿
で
は
そ
れ
を
「
韻

文
」
と
い
う
語
で
略
し
て
用
い
て
い
る
こ
と
を
お
こ
と
わ
り
し
た
い
。

韻
文
と
い
う
語
が
広
い
意
味
を
持
っ
て
い
る
の
は
周
知
の
事
実
で
あ
る
が
、『
醒
睡
笑
』
の
本
文
中
で
は
様
々
な
種
類
の
韻
文
が
確
認

二
五



さ
れ
る
。
一
部
を
記
す
と
、
歌
（
和
歌
）・
狂
歌
・
連
歌
・
俳
諧
・
発
句
な
ど
で
あ
る
。
そ
れ
以
外
に
も
種
類
の
示
さ
れ
て
い
な
い
も
の

や
、
特
殊
な
形
式
な
ど
も
確
認
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
韻
文
だ
け
で
も
様
々
な
種
類
が
あ
る
た
め
、
そ
の
種
類
が
編
集
の
一
つ
の
要
素
と

し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
可
能
性
も
あ
る
。
韻
文
が
編
集
の
要
素
で
あ
る
可
能
性
を
探
り
つ
つ
、
ほ
か
の
役
割
を
負
っ
て
い
る
可
能
性
も
意

識
し
な
が
ら
作
品
の
全
体
像
の
中
で
韻
文
が
ど
の
よ
う
に
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
か
を
見
る
。

二
、
各
項
目
の
韻
文
を
含
む
話
の
数
か
ら
の
考
察

『
醒
睡
笑
』
本
文
中
の
韻
文
は
、
少
な
さ
が
際
立
っ
て
目
を
引
く
よ
う
な
印
象
を
与
え
る
も
の
で
は
な
い
。
個
人
的
な
印
象
と
し
て
は

韻
文
ま
で
も
含
め
て
本
文
で
あ
る
よ
う
な
一
体
感
が
感
じ
ら
れ
る
。

そ
の
韻
文
の
数
を
具
体
的
に
示
す
と
『
醒
睡
笑
』
全
一
〇
二
三
話
蘯
の
中
に
韻
文
が
含
ま
れ
る
話
は
三
三
三
話
あ
る
盻
。
そ
れ
ぞ
れ
の

項
目
ご
と
に
そ
の
数
に
偏
り
が
あ
る
か
を
調
査
し
た
結
果
を
以
下
に
記
す
。

以
下
の
調
査
は
「
項
目
名
」、
そ
の
項
目
が
全
何
話
か
、
項
目
の
中
で
韻
文
が
含
ま
れ
る
話
数
、
含
有
率
は
項
目
の
中
で
ど
れ
ほ
ど
の

割
合
で
韻
文
が
含
ま
れ
る
話
が
存
在
す
る
か
の
パ
ー
セ
ン
テ
ー
ジ
を
小
数
点
第
二
位
以
下
を
四
捨
五
入
し
て
表
示
し
て
い
る
。
行
を
改
め

て
そ
の
項
目
に
お
い
て
韻
文
が
含
ま
れ
る
話
が
第
何
話
で
あ
る
か
を
示
し
て
い
る
。
な
お
、
本
文
、
話
の
番
号
は
『
噺
本
大
系
・
第
二

巻
』眈
に
拠
っ
て
い
る
。

《
巻
之
一
》

「
謂
被
謂
物
之
由
来
」
全
四
十
三
話
中
十
話

含
有
率

二
三
・
三
％

（
詳
細
）
五
話
・
十
話
・
十
三
話
・
十
六
話
・
二
十
一
話
・
二
十
七
話
・
二
十
八
話
・
三
十
話
・
三
十
二
話
・
三
十
四
話

『
醒
睡
笑
』
に
関
す
る
一
考
察

二
六



「
落
書
」
全
四
十
四
話
中
四
十
四
話
（
全
話
）

含
有
率

一
〇
〇
％

「
ふ
は
と
の
る
」
全
十
話
中
二
話

含
有
率

二
〇
％

（
詳
細
）
四
話
・
八
話

「
鈍
副
子
」
全
二
十
八
話
中
七
話

含
有
率

二
五
％

（
詳
細
）
三
話
・
六
話
・
十
三
話
・
十
五
話
・
十
六
話
・
二
〇
話
・
二
十
七
話

「
無
智
之
僧
」
全
七
話
中
二
話

含
有
率

二
八
・
六
％

（
詳
細
）
一
話
・
三
話

「
祝
過
る
も
ゐ
な
物
」
全
二
十
三
話
中
六
話

含
有
率

二
六
・
一
％

（
詳
細
）
二
話
・
三
話
・
四
話
・
七
話
・
十
話
・
十
七
話

《
巻
之
二
》

「
名
つ
け
親
方
」
全
二
十
話
中
二
話

含
有
率

一
〇
％

（
詳
細
）
八
話
・
十
四
話

「
貴
人
之
行
跡
」
全
十
二
話
中
五
話

含
有
率

四
一
・
七
％

（
詳
細
）
二
話
・
四
話
・
五
話
・
七
話
・
十
一
話

「
�
」
全
三
十
八
話
中
六
話

含
有
率

一
五
・
八
％

（
詳
細
）
一
話
・
三
話
・
四
話
・
七
話
・
十
三
話
・
十
八
話

「
吝
太
郎
」
全
二
十
話
中
四
話

含
有
率

二
〇
％

（
詳
細
）
二
話
・
三
話
・
十
四
話
・
十
六
話

「
賢
た
て
」
全
十
五
話
中
三
話

含
有
率

二
〇
％

『
醒
睡
笑
』
に
関
す
る
一
考
察

二
七



《
巻
之
三
》

「
文
字
知
顔
」
全
十
九
話
中
三
話

含
有
率

一
五
・
八
％

（
詳
細
）
九
話
・
十
三
話
・
十
六
話

「
不
文
字
」
全
四
十
四
話
中
七
話

含
有
率

一
五
・
九
％

（
詳
細
）
七
話
・
九
話
・
十
三
話
・
十
四
話
・
二
十
四
話
・
二
十
八
話
・
三
十
五
話

「
文
之
品
々
」
全
十
話
中
一
話

含
有
率

一
〇
％

（
詳
細
）
六
話

「
自
堕
落
」
全
二
十
三
話
中
二
話

含
有
率

八
・
七
％

（
詳
細
）
一
話
・
十
九
話

「
清
僧
」
全
九
話
中
四
話

含
有
率

四
四
・
四
％

（
詳
細
）
二
話
・
三
話
・
五
話
・
九
話

《
巻
之
四
》

「
聞
た
批
判
」
全
二
十
七
話
中
七
話

含
有
率

二
五
・
九
％

（
詳
細
）
二
話
・
四
話
・
五
話
・
十
七
話
・
二
〇
話
・
二
十
一
話
・
二
十
二
話

「
い
や
な
批
判
」
全
十
五
話
中
な
し

「
そ
で
な
い
合
点
」
全
四
十
七
話
中
十
二
話

含
有
率

二
五
・
五
％

（
詳
細
）
一
話
・
五
話
・
十
一
話
・
十
二
話
・
十
九
話
・
二
十
一
話
・
二
十
三
話
・
二
十
八
話
・
三
十
一
話
・
三
十
四
話
・
三
十
七
話

・
三
十
九
話

「
唯
有
」
全
二
十
八
話
中
十
四
話

含
有
率

五
〇
％

『
醒
睡
笑
』
に
関
す
る
一
考
察

二
八



（
詳
細
）
三
話
・
四
話
・
七
話
・
十
話
・
十
二
話
・
十
三
話
・
十
六
話
・
十
七
話
・
十
八
話
・
二
十
二
話
・
二
十
四
話
〜
二
十
七
話

《
巻
之
五
》

「
�
心
」
全
四
十
二
話
中
三
十
六
話

含
有
率

八
五
・
七
％

（
詳
細
）
一
話
〜
五
話
・
七
話
〜
十
二
話
・
十
四
話
〜
十
六
話
・
十
八
話
〜
二
〇
話
・
二
十
三
話
〜
三
十
一
話
・
三
十
三
話
〜
四
十
二

話
（
六
話
・
十
三
話
・
十
七
話
・
二
十
一
話
・
二
十
二
話
・
三
十
二
話
以
外
す
べ
て
）

「
上
戸
」
全
二
十
五
話
中
四
話

含
有
率

一
六
％

（
詳
細
）
一
話
・
六
話
・
十
九
話
・
二
十
話

「
人
は
そ
だ
ち
」
全
四
十
話
中
十
三
話

含
有
率

三
二
・
五
％

（
詳
細
）
二
話
・
四
話
・
十
話
・
十
二
話
・
十
五
話
・
十
八
話
・
二
十
話
・
二
十
三
話
・
二
十
五
話
・
二
十
六
話
・
三
十
話
・
三
十
五

話
・
三
十
九
話

《
巻
之
六
》

「
児
の
噂
」
全
五
十
二
話
中
二
十
話

含
有
率

三
八
・
五
％

（
詳
細
）
四
話
・
七
話
・
九
話
・
十
三
話
〜
十
六
話
・
十
八
話
・
十
九
話
・
二
十
一
話
・
二
十
二
話
・
二
十
七
話
・
二
十
八
話
・
二
十

九
話
・
三
十
六
話
・
三
十
七
話
・
三
十
八
話
・
四
十
六
話
・
四
十
七
話
・
五
十
一
話

「
若
道
不
知
」
全
七
話
中
四
話

含
有
率

五
七
・
一
％

（
詳
細
）
一
話
・
二
話
・
四
話
・
六
話

「
恋
の
み
ち
」
全
十
話
中
四
話

含
有
率

四
〇
％

（
詳
細
）
四
話
・
七
話
・
八
話
・
九
話

「
悋
気
」
全
六
話
中
二
話

含
有
率

三
三
・
三
％

『
醒
睡
笑
』
に
関
す
る
一
考
察

二
九



（
詳
細
）
五
話
・
六
話

「
詮
な
い
秘
密
」
全
八
話
中
一
話

含
有
率

一
二
・
五
％

（
詳
細
）
三
話

「
推
は
ち
が
ふ
た
」
全
三
十
六
話
中
十
三
話

含
有
率

三
六
・
一
％

（
詳
細
）
三
話
・
四
話
・
六
話
・
八
話
・
十
一
話
・
十
四
話
・
十
九
話
・
二
十
二
話
・
二
十
三
話
・
二
十
四
話
・
二
十
七
話
・
二
十
九

話
・
三
十
一
話

「
う
そ
つ
き
」
全
十
四
話
中
五
話

含
有
率

三
五
・
七
％

《
巻
之
七
》

「
思
の
色
を
外
に
い
ふ
」
全
十
九
話
中
六
話

含
有
率

三
一
・
六
％

（
詳
細
）
三
話
・
八
話
・
九
話
・
十
五
話
・
十
六
話
・
十
七
話

「
い
ひ
損
は
な
お
ら
ぬ
」
前
十
三
話
中
四
話

含
有
率

三
〇
・
八
％

（
詳
細
）
四
話
・
五
話
・
七
話
・
十
三
話

「
似
合
た
の
ぞ
み
」
全
十
二
話
中
六
話

含
有
率

五
〇
％

（
詳
細
）
一
話
・
三
話
〜
六
話
・
十
一
話

「
廃
忘
」
全
十
五
話
中
三
話

含
有
率

二
〇
％

（
詳
細
）
三
話
・
七
話
・
十
四
話

「
謡
」
全
四
十
九
話
中
五
話

含
有
率

一
〇
・
二
％

（
詳
細
）
十
一
話
・
二
十
一
話
・
二
十
六
話
・
三
十
一
話
・
四
十
九
話

「
舞
」
全
二
十
二
話
中
一
話

含
有
率

四
・
五
％

『
醒
睡
笑
』
に
関
す
る
一
考
察

三
〇



（
詳
細
）
十
二
話

《
巻
之
八
》

「
頓
作
」
全
七
十
八
話
中
三
十
七
話

含
有
率

四
七
・
四
％

（
詳
細
）
五
話
・
七
話
・
九
話
・
十
二
話
・
十
四
話
・
十
七
話
・
二
十
二
話
・
二
十
三
話
・
二
十
五
話
・
二
十
八
話
・
三
十
一
話
・
三

十
五
話
・
三
十
七
話
・
四
十
一
話
・
四
十
三
話
・
四
十
八
話
・
五
十
話
・
五
十
一
話
・
五
十
三
話
・
五
十
四
話
・
五
十
五
話

・
五
十
七
話
・
五
十
八
話
・
六
十
話
・
六
十
二
話
・
六
十
五
話
・
六
十
六
話
〜
六
十
九
話
・
七
十
二
話
〜
七
十
八
話

「
平
家
」
全
五
話
中
一
話

含
有
率

二
〇
％

（
詳
細
）
一
話

「
か
す
り
」
全
三
十
二
話
中
六
話

含
有
率

一
八
・
八
％

（
詳
細
）
十
三
話
・
十
五
話
・
十
七
話
・
二
十
一
話
・
二
十
六
話
・
二
十
七
話

「
し
う
く
」
全
二
十
話
中
八
話

含
有
率

四
〇
％

（
詳
細
）
四
話
・
十
話
・
十
二
話
・
十
三
話
・
十
五
話
・
十
七
話
・
十
八
話
・
十
九
話

「
茶
の
湯
」
全
十
九
話
中
九
話

含
有
率

四
七
・
四
％

（
詳
細
）
一
話
〜
五
話
・
十
六
話
〜
十
九
話

「
祝
済
た
」
全
十
七
話
中
四
話

含
有
率

二
三
・
五
％

（
詳
細
）
一
話
・
七
話
・
十
三
話
・
十
四
話

『
醒
睡
笑
』
全
千
二
十
三
話
中
三
百
三
十
三
話

含
有
率

三
二
・
六
％

こ
の
よ
う
に
、
全
項
目
に
お
い
て
韻
文
が
含
ま
れ
る
割
合
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
で
幾
つ
か
の
事
実
が
浮
き
上
が
っ
て
く
る
。
一
つ
と

『
醒
睡
笑
』
に
関
す
る
一
考
察

三
一



し
て
編
集
に
お
け
る
項
目
が
分
量
で
分
け
ら
れ
て
い
る
と
い
う
数
量
的
分
類
論
眇
は
成
立
し
な
い
で
あ
ろ
う
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
。
含
有

率
は
分
母
が
小
さ
け
れ
ば
大
き
く
な
る
の
で
す
べ
て
の
項
目
の
韻
文
含
有
率
を
同
じ
よ
う
に
扱
う
わ
け
に
は
い
か
な
い
が
、
そ
の
含
有
率

が
目
を
引
く
項
目
が
あ
る
。
そ
れ
は
過
半
数
以
上
に
韻
文
が
含
ま
れ
る
「
唯
有
」
と
す
べ
て
の
話
に
韻
文
が
含
ま
れ
る
「
落
書
」
で
あ

る
。
こ
こ
で
「
落
書
」
の
項
目
に
つ
い
て
少
し
考
え
て
み
る
。

言
葉
と
し
て
は
、「
落
書
」
と
「
落
首
」
と
い
う
二
つ
が
存
在
す
る
の
で
あ
る
が
、『
邦
訳
日
葡
辞
書
』眄
に
は
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て

い
る
。「

落
書
」（
傍
線
は
論
者
が
付
し
た
も
の
で
あ
る
）

カ
キ
ヲ
ト
ス
。
あ
る
人
を
批
判
す
る
た
め
に
は
り
出
さ
れ
た
落
首
な
ど
の
文
書

「
落
書
」
が
「
落
首
」
を
含
む
と
い
う
意
で
あ
る
が
、
で
は
落
首
と
は
ど
の
よ
う
な
意
で
あ
る
か
。『
増
補
語
林
倭
訓
栞
』眩
に
は
、
以

下
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

「
落
首
」（
傍
線
は
論
者
が
付
し
た
も
の
で
あ
る
）

落
書
の
音
転
也
と
い
へ
り
。
後
三
年
軍
記
に
略
頌
と
書
る
は
狂
歌
な
と
に
い
ふ
是
也

こ
れ
ら
の
語
彙
か
ら
は
「
落
書
」
の
項
目
に
韻
文
が
含
ま
れ
て
い
る
の
は
必
要
条
件
に
近
い
と
い
え
る
。
だ
が
一
方
で
鈴
木
棠
三
氏
は

『
倭
訓
栞
』
の
記
述
を
否
定
し
私
見
と
し
て
、「
落
書
を
わ
ざ
と
も
じ
っ
て
落
首
と
し
て
、
狂
歌
体
な
る
特
徴
を
強
調
し
た
造
語
だ
と
思

う
」眤
と
述
べ
て
い
る
。
各
辞
書
の
記
述
か
ら
も
、
鈴
木
氏
の
指
摘
か
ら
も
「
落
書
」
の
項
目
名
が
編
集
の
要
素
と
な
っ
て
い
る
で
あ
ろ

『
醒
睡
笑
』
に
関
す
る
一
考
察
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う
こ
と
が
推
察
さ
れ
る
。
だ
が
、
こ
の
項
目
に
「
落
書
」
の
特
徴
の
一
つ
で
あ
る
批
判
の
匿
名
性
が
守
ら
れ
て
い
な
い
話
が
存
在
す
る
。

な
ぜ
か
韻
文
の
詠
み
手
が
記
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

『
醒
睡
笑
』
巻
之
一
「
落
書
」
十
八
話

山
崎
に
て
、
上
の
殿
へ
下
の
殿
の
日
記
箱
を
取
て
を
き
、
な
に
と
こ
へ
と
も
わ
た
さ
す
。
後
に
は
い
さ
か
ひ
に
な
る
。
宗
鑑
、

し
も
の
殿
は
つ
を
は
な
つ
て
お
こ
ひ
あ
れ

か
み
な
る
は
こ
の
下
ら
ぬ
は
な
し

宗
鑑
は
連
歌
な
ど
に
親
し
ん
だ
山
崎
宗
鑑
と
考
え
ら
れ
る
。
同
様
に
、
三
十
三
話
・
四
十
話
で
雄
長
老
が
、
三
十
四
話
で
由
己
こ
と
大

村
由
己
の
名
が
確
認
さ
れ
る
。
も
う
一
例
、
限
定
は
難
し
い
が
三
十
七
話
で
前
の
山
科
殿
と
い
う
人
物
が
韻
文
を
詠
ん
だ
こ
と
が
示
さ
れ

て
い
る
。
こ
の
、「
落
書
」
本
来
の
趣
旨
か
ら
外
れ
る
記
名
が
な
ぜ
あ
る
の
か
の
問
題
は
稿
を
改
め
て
「
落
書
」
に
つ
い
て
述
べ
る
と
き

に
考
察
し
た
い
。
ま
た
、「
唯
有
」
に
つ
い
て
も
、
何
ら
か
の
項
目
に
対
す
る
ア
プ
ロ
ー
チ
と
な
る
で
あ
ろ
う
が
本
稿
で
は
触
れ
な
い
。

こ
の
よ
う
な
数
量
的
な
整
理
か
ら
は
「
落
書
」
の
項
目
に
お
け
る
編
集
条
件
が
明
ら
か
に
な
り
、「
落
書
」
の
な
か
で
は
、
韻
文
に
付

さ
れ
て
い
る
作
者
名
に
よ
っ
て
特
殊
が
生
ま
れ
て
い
る
こ
と
が
窺
え
る
。
次
章
で
は
韻
文
の
形
式
か
ら
考
察
を
加
え
て
い
く
。

三
、
韻
文
の
形
式
と
項
目
編
集

『
醒
睡
笑
』
の
全
体
の
約
三
分
の
一
の
話
に
韻
文
が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
は
既
に
見
た
と
お
り
で
あ
る
が
、
本
文
中
に
確
認
さ
れ
る
韻

文
に
は
そ
の
種
類
が
示
さ
れ
て
い
る
も
の
と
示
さ
れ
て
い
な
い
も
の
が
あ
る
。
ま
た
、
韻
文
の
作
者
に
つ
い
て
も
明
記
さ
れ
て
い
る
ケ
ー

『
醒
睡
笑
』
に
関
す
る
一
考
察
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ス
、
本
文
中
の
情
報
か
ら
推
定
で
き
る
場
合
、
作
者
が
わ
か
る
も
の
の
普
通
名
詞
で
あ
り
個
人
を
特
定
で
き
な
い
ケ
ー
ス
、
仮
託
で
詠
ま

れ
て
い
る
も
の
な
ど
多
岐
に
わ
た
る
。

ま
ず
は
、
韻
文
の
形
式
か
ら
考
え
て
み
た
い
。
作
中
に
示
さ
れ
て
い
る
形
式
は
関
山
和
夫
氏
の
指
摘
で
は
、「
和
歌
、
狂
歌
、
狂
句
等
」

と
な
っ
て
い
る
が
眞
、
も
う
少
し
細
か
く
見
る
と
和
歌
・
狂
歌
・
連
歌
・
発
句
・
俳
諧
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
る
。
そ
の
ほ
か
に
は
一
句
、
前

句
、
脇
句
、
付
句
、
一
首
な
ど
と
い
う
語
が
用
い
ら
れ
て
い
る
が
こ
れ
ら
は
和
歌
、
連
句
、
連
歌
の
そ
れ
ぞ
れ
に
属
す
る
も
の
と
し
て
考

え
ら
れ
よ
う
。
ま
た
、
こ
れ
ら
と
は
別
に
韻
文
の
種
類
は
明
確
で
は
な
い
も
の
の
題
に
対
し
て
詠
む
題
詠
、
言
葉
、
手
紙
、
他
人
の
韻
文

に
対
し
て
詠
ま
れ
る
返
歌
が
確
認
さ
れ
る
。

『
醒
睡
笑
』
巻
之
四
「
唯
有
」
二
十
七
話
（
傍
線
は
論
者
が
付
し
た
も
の
で
あ
る
）

夢
窓
国
師
住
吉
参
詣
の
時
、

来
て
み
れ
は
爰
も
火
宅
の
内
な
る
を

何
す
み
よ
し
と
神
は
い
ふ
ら
ん

明
神
の
返
哥
、

松
風
の
声
の
内
な
る
か
く
れ
家
は

む
か
し
も
今
も
す
み
よ
か
り
け
り

こ
こ
で
は
作
者
と
返
歌
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
が
、
一
つ
目
の
韻
文
の
種
類
は
不
明
で
あ
る
。
種
類
の
判
明
し
て
い
る
韻
文
と
『
醒
睡

笑
』
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
は
先
行
研
究
で
指
摘
さ
れ
て
い
る
も
の
が
あ
る
。
当
時
の
狂
歌
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
西
島
孜
哉
氏
の
指
摘

が
見
ら
れ
る
。

『
醒
睡
笑
』
に
関
す
る
一
考
察
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西
島
孜
哉
氏
『
近
世
上
方
狂
歌
の
研
究
』眥

室
町
時
代
か
ら
江
戸
時
代
初
期
に
か
け
て
狂
歌
を
嗜
ん
だ
人
々
と
し
て
は
、『
醒
睡
笑
』
な
ど
の
笑
話
集
に
伝
え
ら
れ
る
宗
鐵
・

宗
長
の
よ
う
な
連
歌
師
、
大
村
由
己
の
よ
う
な
御
伽
衆
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
る
。〈
中
略
〉
こ
の
作
者
達
は
当
時
の
社
会
の
上
層
を
形

成
す
る
人
々
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
な
か
に
は
、
烏
丸
光
広
・
豊
臣
秀
吉
・
木
下
長
嘯
子
・
松
永
貞
徳
・
雄
長
老
な
ど
の
著
名

な
人
々
を
み
る
こ
と
が
で
き
る
。〈
中
略
〉
ど
の
一
人
を
取
り
あ
げ
て
も
、
狂
歌
を
生
業
と
す
る
狂
歌
師
は
い
な
い
。
こ
れ
ら
の

人
々
は
そ
れ
ぞ
れ
そ
の
道
そ
の
道
で
名
の
あ
る
人
々
で
あ
っ
た
。
い
わ
ば
狂
歌
は
余
技
と
し
て
の
遊
び
に
過
ぎ
な
い
も
の
で
あ
っ

た
。

す
な
わ
ち
狂
歌
は
ま
だ
体
系
が
確
立
さ
れ
て
お
ら
ず
、
正
式
の
形
で
詠
ま
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
記
名
や
記

録
は
さ
れ
ず
に
そ
の
場
だ
け
で
の
楽
し
み
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
『
醒
睡
笑
』
の
楽
し
み
に
関
し
て
は
策
伝
の
自
序
に
編
集
の

基
準
と
し
て
以
下
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

『
醒
睡
笑
』
序
（
傍
線
は
論
者
が
付
し
た
も
の
で
あ
る
）

こ
ろ
は
い
つ
、
元
和
九
癸
亥
の
稔
、
天
下
泰
平
人
民
豊
楽
の
折
か
ら
、
策
伝
某
小
僧
の
時
よ
り
、
耳
に
ふ
れ
て
お
も
し
ろ
く
お
か

し
か
り
つ
る
事
を
、
反
故
の
端
に
と
め
置
た
り
。
是
年
七
十
に
て
、
誓
願
寺
乾
の
す
み
に
隠
居
し
、
安
楽
庵
と
い
ふ
。
柴
の
扉
の
明

暮
、
心
を
や
す
む
る
ひ
ま
�
�
、
こ
し
か
た
し
る
せ
し
筆
の
跡
を
み
れ
は
、
を
の
つ
か
ら
睡
を
さ
ま
し
て
わ
ら
ふ
。
さ
る
ま
ゝ
に

や
、
是
を
醒
睡
笑
と
名
付
、
か
た
は
ら
い
た
き
草
紙
を
八
巻
と
な
し
て
残
す
の
み
。

も
し
、
こ
の
序
に
あ
る
よ
う
に
策
伝
が
手
当
た
り
次
第
に
面
白
い
と
感
じ
た
も
の
を
集
め
て
い
る
な
ら
ば
、
作
者
の
明
確
に
な
っ
て
い

『
醒
睡
笑
』
に
関
す
る
一
考
察
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な
い
狂
歌
の
中
に
は
当
時
の
文
化
人
の
作
品
が
存
在
す
る
か
も
し
れ
な
い
。

詠
み
人
が
記
さ
れ
て
い
る
部
分
に
関
し
て
は
精
確
に
伝
聞
し
た
可
能
性
と
、
書
物
に
拠
っ
た
可
能
性
が
考
え
ら
れ
よ
う
。
一
方
無
記
名

は
作
者
の
情
報
が
足
り
な
い
と
考
え
ら
れ
る
が
、
も
う
ひ
と
つ
と
し
て
策
伝
自
身
の
作
品
で
あ
る
可
能
性
も
あ
る
。
自
分
の
韻
文
を
自
分

の
作
品
に
収
め
る
場
合
に
は
あ
え
て
自
身
の
署
名
は
な
く
と
も
問
題
は
起
き
な
い
で
あ
ろ
う
。
こ
こ
ま
で
狂
歌
と
そ
こ
か
ら
派
生
し
て
自

作
に
つ
い
て
触
れ
て
き
た
が
、
続
い
て
は
連
歌
に
つ
い
て
み
る
こ
と
と
す
る
。

連
歌
が
堂
上
、
地
下
の
間
を
問
わ
ず
盛
ん
で
あ
っ
た
時
代
で
あ
っ
た
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
る
と
お
り
で
あ
る
。『
醒
睡
笑
』
に
お
い
て

も
多
く
の
連
歌
、
な
ら
び
に
連
歌
と
お
ぼ
し
き
韻
文
が
含
ま
れ
て
い
る
。
そ
の
、『
醒
睡
笑
』
と
連
歌
・
狂
歌
な
ど
韻
文
の
関
係
に
つ
い

て
、
鈴
木
氏
が
以
下
の
よ
う
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
眦
。

鈴
木
棠
三
氏
「
連
歌
と
笑
話
」

和
歌
や
狂
歌
、
連
歌
に
よ
る
滑
稽
が
、
笑
い
の
文
学
の
主
流
的
存
在
で
あ
っ
た
。
和
歌
の
場
合
は
、
沓
冠
と
か
折
句
の
よ
う
な
遊

戯
的
な
も
の
が
あ
る
一
方
、
即
席
に
詠
ま
れ
た
機
智
的
な
も
の
が
あ
る
。
狂
歌
の
場
合
な
ら
、
詞
と
と
も
に
掌
編
の
機
知
譚
、
す
な

わ
ち
狂
歌
話
を
な
す
わ
け
で
あ
る
。

誹
諧
連
歌
の
場
合
は
、
前
句
と
付
句
の
二
句
の
ハ
ー
モ
ニ
ー
に
よ
る
笑
い
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。
前
句
・
付
句
を
合
わ
せ
る
と
、

そ
っ
く
り
そ
の
ま
ま
一
首
の
狂
歌
に
な
る
場
合
も
あ
る
が
、
前
句
に
対
し
て
、
付
句
で
ど
ん
で
ん
返
し
的
な
滑
稽
を
詠
む
の
も
、
誹

諧
連
歌
の
有
力
な
手
法
で
あ
る
。

連
歌
師
は
、
幽
玄
な
る
連
歌
を
案
ず
る
一
方
で
、
つ
ね
に
笑
の
要
素
に
留
意
し
餒
中
に
た
く
わ
え
る
こ
と
を
怠
ら
な
か
っ
た
。

連
歌
師
た
ち
も
「
笑
い
」
を
活
動
の
一
環
に
入
れ
て
い
た
こ
と
が
窺
え
る
。
鈴
木
氏
の
指
摘
に
あ
る
よ
う
に
、
前
句
と
付
句
を
合
わ
せ

『
醒
睡
笑
』
に
関
す
る
一
考
察
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る
と
狂
歌
の
よ
う
に
見
え
て
し
ま
う
ケ
ー
ス
が
存
在
す
る
。
本
文
に
種
類
が
記
さ
れ
て
い
る
場
合
は
判
別
可
能
で
あ
る
が
、
な
い
場
合
は

判
別
の
手
立
て
が
あ
ま
り
な
い
。
だ
が
、
ど
ち
ら
で
あ
っ
て
も
策
伝
の
「
笑
い
」
と
い
う
根
本
の
思
想
に
か
な
っ
て
い
れ
ば
よ
い
の
で
あ

る
。
つ
ま
り
韻
文
は
「
笑
い
」
と
い
う
策
伝
の
思
想
の
手
段
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
り
、
韻
文
単
独
で
の
受
容
に
つ
い
て
は
問

題
と
し
て
い
な
い
と
い
え
る
。
特
に
前
句
と
付
け
句
に
関
し
て
は
、
付
句
に
お
い
て
「
笑
い
」
の
形
式
の
ひ
と
つ
と
考
え
ら
れ
る
反
復
に

よ
る
よ
り
強
い
笑
い
を
生
み
出
す
効
果
も
認
め
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
し
、
付
句
で
前
句
か
ら
は
予
想
も
し
な
い
事
柄
を
示
す
こ
と
に
よ
る
ギ

ャ
ッ
プ
に
よ
る
強
い
笑
い
を
生
み
出
す
可
能
性
も
容
易
に
想
像
で
き
る
。

す
べ
て
の
韻
文
に
該
当
す
る
と
は
い
い
切
れ
な
い
が
、
韻
文
は
「
笑
い
」
を
生
み
出
す
、
も
し
く
は
強
調
す
る
ひ
と
つ
の
手
段
と
な
っ

て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
そ
の
一
方
先
に
見
た
「
落
書
」
の
よ
う
に
必
要
条
件
と
な
っ
て
い
る
場
合
も
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
既
に
挙
げ
た
よ

う
な
種
類
の
韻
文
以
外
に
も
『
醒
睡
笑
』
に
は
特
殊
な
韻
文
が
含
ま
れ
て
い
る
。
そ
れ
ら
の
韻
文
を
ど
の
よ
う
に
扱
う
べ
き
か
を
、
次
章

で
考
え
て
み
る
こ
と
と
す
る
。四

、
特
殊
な
形
式
の
韻
文
の
存
在

『
醒
睡
笑
』
の
韻
文
と
し
て
連
歌
、
狂
歌
に
つ
い
て
は
少
し
詳
細
に
触
れ
た
が
、
特
殊
な
形
式
が
存
在
す
る
。
特
殊
な
形
式
で
あ
れ
ば

独
立
し
て
項
目
を
形
成
す
る
こ
と
も
可
能
な
は
ず
で
あ
る
。
で
は
、
そ
の
特
殊
な
形
式
の
韻
文
が
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
か
の
一
例
を

以
下
に
示
す
。

『
醒
睡
笑
』
巻
之
五
「
人
は
そ
だ
ち
」
十
五
話

住
吉
と
き
く
松
原
に

と
き
は
文
月
七
夕
や

あ
ふ
せ
う
れ
し
き
宮
参

を
の
つ
か
ら
な
る
手
向
草

そ
め
か
た
び
ら
の

『
醒
睡
笑
』
に
関
す
る
一
考
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い
め
こ
が
れ

花
や
か
な
り
し
少
人
た
ち

や
す
ら
ふ
か
げ
も
物
ふ
か
く

し
る
も
し
ら
ぬ
も
浦
の
浪

心
を
よ
せ
て
た

ち
き
け
は

あ
な
あ
さ
ま
し
や
く
ち
な
は
を

一
つ
見
つ
け
て
い
ひ
け
る
や
う

う
な
ぎ
に
し
た
ら
ば
五
十
せ
う

か
ま

ほ
こ
な
ら
ば
大
板
か

五
枚
あ
ら
ふ
と
ほ
ど
を
さ
し
た

こ
の
よ
う
な
形
式
で
書
か
れ
る
韻
文
は
他
に
巻
之
六
「
児
の
噂
」
二
十
七
話
、「
若
道
不
知
」
二
話
、
巻
之
七
「
似
合
た
の
ぞ
み
」
五

話
、「
謡
」
三
十
一
話
の
全
部
で
五
つ
と
な
る
。
い
ず
れ
も
五
音
、
七
音
を
構
成
の
基
本
と
し
て
お
り
、
韻
文
の
み
で
一
話
が
形
成
さ
れ

て
い
る
。
連
歌
、
連
句
の
よ
う
に
も
理
解
す
る
こ
と
が
可
能
で
は
あ
る
が
、『
醒
睡
笑
』
で
連
歌
体
や
狂
歌
体
な
ど
が
本
文
と
明
確
に
分

け
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
す
れ
ば
疑
問
が
残
る
。
こ
れ
ら
の
韻
文
は
そ
れ
ぞ
れ
の
収
め
ら
れ
て
い
る
項
目
の
編
集
条
件
に
合
致
し
て
い
る

の
か
も
し
れ
な
い
が
、『
醒
睡
笑
』
は
狂
歌
と
い
え
ど
韻
文
単
独
で
一
話
を
構
成
し
て
い
な
い
作
品
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
五
つ
の
話
は
韻

文
の
立
場
か
ら
も
、
地
の
文
と
し
て
も
特
殊
な
存
在
で
あ
る
。

特
殊
な
形
式
で
あ
れ
ば
、
そ
の
特
殊
性
に
よ
っ
て
一
つ
の
項
目
を
定
義
づ
け
す
る
こ
と
も
で
き
る
は
ず
で
あ
る
。
事
実
「
落
書
」
の
項

目
は
落
首
な
ど
狂
歌
を
必
要
条
件
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
だ
が
、
策
伝
は
こ
の
特
殊
な
形
式
を
も
っ
て
ひ
と
つ
の
項
目
を
立
て
て
は
い

な
い
。
特
別
意
識
す
る
こ
と
な
く
普
通
の
話
と
し
て
扱
っ
て
い
る
と
こ
ろ
に
、
編
集
に
お
け
る
意
図
が
見
え
る
の
で
は
な
い
か
。
す
な
わ

ち
策
伝
に
と
っ
て
は
作
品
を
編
集
す
る
に
お
い
て
こ
の
形
式
の
韻
文
は
項
目
の
要
素
と
は
な
っ
て
い
な
い
。
つ
ま
り
韻
文
の
形
式
は
『
醒

睡
笑
』
の
編
集
に
お
い
て
は
重
視
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
と
な
る
。

五
、
韻
文
が
示
す
も
の

『
醒
睡
笑
』
に
収
め
ら
れ
て
い
る
韻
文
の
中
に
は
作
者
が
記
さ
れ
て
い
る
も
の
が
あ
る
こ
と
は
既
に
見
た
と
お
り
で
あ
る
。
ま
た
韻
文

『
醒
睡
笑
』
に
関
す
る
一
考
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の
出
典
に
つ
い
て
は
鈴
木
氏
の
調
査
眛
で
す
べ
て
で
は
な
い
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
。
韻
文
の
情
報
源
と
し
て
鈴
木
氏
は
複
数
の
出
典

を
示
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
比
較
す
る
と
字
句
の
微
細
な
部
分
が
異
な
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
れ
は
「
て
に
を
は
」
や
漢
字

の
用
字
に
と
ど
ま
ら
な
い
の
で
あ
る
。
そ
の
改
変
の
理
由
と
し
て
幾
つ
か
の
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。

漓

策
伝
自
身
の
感
性
に
よ
る
改
変

滷

策
伝
が
他
人
か
ら
聞
い
た
話
そ
の
も
の
が
変
わ
っ
て
い
た

澆

策
伝
が
聞
い
た
話
を
書
き
留
め
る
際
に
変
わ
っ
た

潺

策
伝
が
資
料
と
し
て
用
い
た
資
料
が
原
典
に
忠
実
で
な
か
っ
た

す
べ
て
を
立
証
す
る
こ
と
は
難
し
い
が
、
漓
の
改
変
を
例
を
示
し
て
考
え
て
い
く
。

『
醒
睡
笑
』
巻
之
六
「
児
の
噂
」
七
話
（
傍
線
は
論
者
が
付
し
た
も
の
で
あ
る
）

八
月
十
五
夜
の
月
に
む
か
ひ
、
坊
主
あ
ま
た
あ
つ
ま
り
、
児
も
ま
し
は
り
詠
ゐ
け
る
に
、
大
児
、
あ
れ
ほ
と
の
餅
を
か
ゝ
へ
て
、

そ
ろ
�
�
く
は
ゝ
お
も
し
ろ
か
ら
ふ
の
と
さ
ゝ
や
き
け
る
時
、
小
児
、
さ
れ
は
、
大
さ
は
あ
れ
ほ
ど
で
も
よ
ひ
が
、
あ
つ
さ
を
し
ら

ぬ
と
。

月
を
題
に
て
、
雄
長
老
、

円
か
り
し
な
り
も
か
く
る
や
天
人
の

夜
毎
に
か
ふ
る
も
ち
月
の
は
て

『
雄
長
老
狂
歌
百
首
』（
傍
線
は
論
者
が
付
し
た
も
の
で
あ
る
）

月

天
人
の
餅
か
ふ
る
と
、
本
説
い
か
ゝ

ま
る
か
り
し
な
り
も
か
く
る
や
天
人
の
夜
こ
と
に
か
ふ
る
餅
月
の
く
は
し

『
醒
睡
笑
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『
醒
睡
笑
』
巻
之
七
「
謡
」
十
一
話
（
傍
線
は
論
者
が
付
し
た
も
の
で
あ
る
）

杜
若
の
謡
に
、
三
河
の
国
に
着
に
け
り
と
あ
る
は
、
作
り
そ
こ
な
ひ
や
と
い
ふ
て
、
わ
ら
ふ
者
あ
り
。
何
と
い
ふ
が
よ
い
ぞ
。
に

か
ハ
の
国
に
つ
け
に
け
り
か
本
で
あ
る
そ
と
。
雄
長
老
、

水
で
と
く
に
か
は
の
あ
や
め
杜
若

に
た
り
や
に
た
と
に
た
め
き
そ
す
る

『
雄
長
老
狂
歌
百
首
』（
傍
線
は
論
者
が
付
し
た
も
の
で
あ
る
）

杜
若

心
詞
を
よ
く
ね
ら
れ
た
る
に
や

水
て
と
く
に
か
は
の
あ
や
め
か
き
つ
は
た

に
た
り
や
に
た
り
と
に
た
め
き
に
け
り

こ
こ
で
示
し
た
例
は
作
者
が
明
確
に
な
っ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
雄
長
老
の
作
品
は
『
醒
睡
笑
』
に
多
く
と
ら
れ
て
お
り
策
伝
自
身
も

交
流
が
あ
っ
た
同
時
代
の
人
で
あ
る
が
、
そ
の
親
交
あ
る
人
物
の
歌
を
改
変
し
て
作
品
の
形
で
公
開
す
る
と
い
う
の
は
い
か
な
る
理
由
が

あ
っ
て
の
こ
と
で
あ
ろ
う
か
。
二
例
だ
け
の
特
殊
な
例
で
は
な
く
多
く
見
ら
れ
る
改
変
で
あ
る
。「
児
の
噂
」
の
話
を
み
る
と
改
変
前
の

雄
長
老
の
作
品
が
よ
り
話
の
内
容
を
よ
り
引
き
立
た
せ
る
も
の
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
児
の
日
常
的
に
腹
を
す
か
せ
て
い
る
状
況
で
は

望
月
が
「
菓
子
」
で
あ
る
ほ
う
が
空
腹
に
よ
る
貪
欲
さ
か
ら
く
る
笑
い
を
強
調
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
、
編
集
で
「
笑
い
」
を
重

視
す
る
姿
勢
の
策
伝
が
自
ら
の
手
で
「
笑
い
」
を
薄
く
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
非
常
に
不
可
解
な
作
為
と
い
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
策
伝
が

「
笑
い
」
を
薄
く
し
て
ま
で
改
変
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
理
由
が
ど
こ
に
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。

「
謡
」
の
改
変
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
雄
長
老
と
の
違
い
は
係
助
詞
「
す
」
を
用
い
て
強
調
し
て
い
る
か
否
か
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

係
助
詞
と
い
う
概
念
が
当
時
ど
れ
ほ
ど
有
効
な
も
の
で
あ
る
か
は
不
明
で
あ
る
が
、
策
伝
が
韻
文
の
結
句
に
お
い
て
聞
き
手
（
読
者
）
へ

『
醒
睡
笑
』
に
関
す
る
一
考
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の
心
象
が
弱
い
と
判
断
し
て
書
き
換
え
た
と
い
う
こ
と
は
考
え
ら
れ
る
。

こ
の
二
つ
の
例
は
相
反
す
る
事
態
を
示
し
て
い
る
。
一
方
で
は
「
笑
い
」
が
弱
く
な
る
よ
う
な
改
変
を
お
こ
な
い
、
一
方
で
は
強
調
の

た
め
に
手
を
加
え
て
い
る
の
で
あ
る
。
詳
し
く
分
析
し
た
上
で
は
な
い
が
、「
児
の
噂
」
と
「
謡
」
で
は
「
児
の
噂
」
の
ほ
う
が
「
笑
い
」

の
要
素
が
強
い
と
考
え
ら
れ
、「
謡
」
は
芸
能
の
要
素
が
強
い
と
さ
れ
る
眷
。
全
体
の
「
笑
い
」
の
強
さ
の
均
衡
化
を
図
っ
て
の
改
変
で

あ
る
可
能
性
も
窺
え
る
が
こ
の
問
題
は
『
醒
睡
笑
』
全
体
の
「
笑
い
」
を
明
ら
か
に
し
た
上
で
し
か
論
じ
ら
れ
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
た

め
、
こ
こ
で
は
こ
れ
以
上
言
及
し
な
い
。
韻
文
の
作
者
と
策
伝
の
改
変
は
作
品
全
体
に
か
か
わ
る
情
報
源
・
意
図
な
ど
の
問
題
に
つ
な
が

っ
て
く
る
。

六
、
結
び
に
か
え
て

『
醒
睡
笑
』
に
含
ま
れ
る
韻
文
と
い
う
ひ
と
つ
の
形
式
か
ら
幾
つ
か
の
考
察
を
試
み
た
が
、
い
く
つ
も
の
問
題
点
が
浮
上
し
た
。
そ
の

よ
う
な
中
で
い
く
つ
か
の
推
定
が
可
能
に
な
っ
た
の
で
は
な
い
か
。

漓
「
落
書
」
の
項
目
に
お
い
て
韻
文
は
必
要
条
件
で
あ
る
。

滷

韻
文
は
策
伝
の
編
集
要
素
に
は
入
っ
て
い
な
い
。

澆

策
伝
の
情
報
源
が
改
変
に
よ
り
不
透
明
さ
を
増
し
た
。

潺

策
伝
の
「
笑
い
」
に
対
す
る
姿
勢
に
均
質
性
と
い
う
要
素
が
浮
か
び
上
が
っ
て
き
た
。

「
落
書
」
の
項
目
は
全
話
に
韻
文
が
含
ま
れ
る
と
い
う
外
形
的
な
特
徴
を
含
ん
で
い
る
。
す
な
わ
ち
こ
の
項
目
の
必
要
条
件
で
あ
る
こ

と
が
わ
か
る
。
内
容
に
踏
み
込
ん
で
み
る
と
、「
落
書
」
に
も
か
か
わ
ら
ず
な
ぜ
か
韻
文
の
作
者
が
記
さ
れ
て
い
る
も
の
か
あ
り
、
策
伝

が
ど
の
よ
う
な
意
図
で
人
名
を
記
し
た
か
が
問
題
と
な
る
。

『
醒
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韻
文
の
編
集
要
素
と
し
て
の
位
置
づ
け
は
各
種
の
韻
文
ご
と
、
各
項
目
ご
と
に
精
査
を
重
ね
た
上
で
再
検
討
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

今
の
と
こ
ろ
い
ず
れ
か
の
韻
文
を
も
っ
て
項
目
を
立
て
て
い
る
こ
と
は
な
い
。
し
か
し
、
な
ぜ
狂
歌
な
ど
韻
文
の
持
つ
「
笑
い
」
が
策
伝

の
考
え
る
「
笑
い
」
に
よ
る
編
集
の
条
件
に
な
ら
な
か
っ
た
か
が
明
ら
か
で
な
い
と
い
う
問
題
を
残
す
こ
と
と
な
っ
た
。

策
伝
の
情
報
源
の
問
題
は
『
醒
睡
笑
』
全
体
の
構
想
に
も
か
か
わ
る
問
題
と
考
え
ら
れ
る
。
策
伝
の
伝
聞
、
書
物
か
ら
の
情
報
に
よ
る

も
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
ら
に
手
を
加
え
て
再
構
築
し
て
い
る
部
分
を
明
ら
か
に
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。「
笑
い
」
の
た
め
に
改
変

し
て
い
る
箇
所
、「
笑
い
」
を
弱
く
す
る
よ
う
な
改
変
な
ど
『
醒
睡
笑
』
全
体
で
『
笑
い
』
の
レ
ベ
ル
を
統
一
す
る
か
の
よ
う
な
作
為
が

認
め
ら
れ
る
。
均
質
な
「
笑
い
」
の
連
続
に
よ
る
効
果
を
策
伝
が
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

策
伝
が
自
序
で
示
し
た
編
集
基
準
は
非
常
に
範
疇
が
広
い
。
と
こ
ろ
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
項
目
を
編
集
分
類
す
る
に
当
た
っ
て
は
文
章
の

形
式
と
い
う
も
の
は
重
視
し
て
い
な
い
こ
と
が
窺
え
る
。
こ
の
こ
と
は
逆
説
的
に
策
伝
が
項
目
そ
れ
ぞ
れ
に
独
自
の
基
準
を
も
っ
て
編
集

を
進
め
て
い
っ
た
こ
と
の
立
証
に
な
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

課
題
が
多
く
残
っ
て
し
ま
っ
た
こ
と
を
記
し
て
結
び
に
か
え
た
い
。

註盧

田
中

宏
氏
「『
醒
睡
笑
』
に
つ
い
て
」『
日
本
文
学
の
研
究
』
所
収
（
日
本
文
学
研
究
会
）
一
九
七
四
年

小
林
幸
夫
氏
「
咄
の
編
集
」『
咄
・
雑
談
の
伝
承
世
界
』
所
収
（
三
弥
井
書
店
）
一
九
九
六
年

関
山
和
夫
氏
「
関
西
の
巻
・
近
世
」『
落
語
名
人
伝
』
関
山
和
夫
（
白
水
社
）
一
九
九
二
年

拙
稿
『
醒
睡
笑
』
巻
之
一
「
ふ
は
と
の
る
」
に
見
ら
れ
る
安
楽
庵
策
伝
の
編
集
意
識
と
創
作
意
識
│
│「
笑
い
」
と
人
物
関
係
を
通
じ
て
│
│『
日

本
文
藝
研
究
』
第
五
十
七
巻
一
号
（
関
西
学
院
大
学
日
本
文
学
会
）
二
〇
〇
五
年
六
月

同

項
目
「
平
家
」
か
ら
の
『
醒
睡
笑
』
の
一
考
察
『
日
本
文
芸
研
究
』
第
五
十
七
巻
三
号
（
関
西
学
院
大
学
日
本
文
学
会
）
二
〇
〇
五
年
十
二

月

盪

鈴
木
棠
三
氏
「『
醒
睡
笑
』
の
各
巻
各
章
」『
醒
睡
笑
』
所
収
（
岩
波
書
店
）
一
九
八
六
年
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醒
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関
山
和
夫
氏
「
関
西
の
巻
・
近
世
」『
落
語
名
人
伝
』
関
山
和
夫
（
白
水
社
）
一
九
九
二
年

蘯
『
醒
睡
笑
』
は
諸
本
に
よ
っ
て
収
録
話
数
が
異
な
る
こ
と
を
補
足
す
る
。

盻

註
蘯
に
同
じ
。

眈
『
噺
本
大
系
・
第
二
巻
』（
東
京
堂
出
版
）
一
九
七
六
年

眇

註
盪
鈴
木
氏
同
書

眄
『
邦
訳
日
葡
辞
書
』（
岩
波
書
店
）
一
九
八
〇
年

眩
『
増
補
語
林
倭
訓
栞
』（
名
著
刊
行
会
）
一
九
九
〇
年

眤

鈴
木
棠
三
氏
「
落
書
と
落
首
」（『
中
世
の
笑
い
』
所
収
）

眞

関
山
和
夫
氏
『
安
楽
庵
策
伝
』（
青
蛙
房
）
一
九
六
一
年

眥

西
島
孜
哉
氏
『
近
世
上
方
狂
歌
の
研
究
』（
和
泉
書
院
）
一
九
九
〇
年

眦

鈴
木
棠
三
氏
「
連
歌
と
笑
話
」
註
眤
同
書

眛

鈴
木
棠
三
氏
『
醒
睡
笑
研
究
ノ
ー
ト
』（
笠
間
書
院
）
一
九
八
六
年

眷

註
盧
田
中
氏
同
論
文

│
│
大
学
院
文
学
研
究
科
博
士
課
程
後
期
課
程
│
│

『
醒
睡
笑
』
に
関
す
る
一
考
察
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